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2.2 近年の災害による被害  

⑴ 東日本大震災の被害  

① 概要 

平成２３年３月１１日１４時４６分、太平洋三陸沖で、M９.０、日本観測史上最大の巨大地震が

発生した。震源域は、東北地方から関東地方にかけての太平洋沖の幅約２００ｋｍ、長さ約５００

ｋｍの広範囲に及ぶもので、千葉県においても印西市と成田市の一部で震度６弱を観測したほ

か、市内でも震度５弱を観測し、３２名が負傷した。また、長時間のゆれに伴って広範囲で液状

化が発生した。液状化は、特に沿岸部の埋立地において顕著に現れ、地盤沈下や家屋の傾き、

地中構造物の浮き上がりを発生させた。 

この地震により発生した津波は、岩手県大

船渡市で高さが１６．７ｍに達し、最大遡上高

は４０ｍを超えた。千葉県においても、銚子

市で２．５ｍ、館山市で１．７ｍ、湾内の千葉市

でも０．９ｍの高さを記録したほか、本市でも

２ｍを超える津波の影響で、海苔の養殖設備

が壊滅的な被害を受けたほか、船橋漁港内

の船が転覆するなどの被害が発生した。 

福島第一原子力発電所では、全電源を喪失し、原子炉や核燃料の冷却をすることができな

くなったことにより、水素爆発が発生するなど大量の放射性物質の放出を伴う大事故を併発

した。 

② 市の被害状況 

家屋の倒壊や液状化によって、市でも多く

の被害が発生した。特に沿岸部の潮見町や日

の出・栄町・若松などでは液状化による被害

が深刻であった。 

  また、鉄道機関が運休したことにより、船

橋駅、西船橋駅を中心に帰宅困難者が大量に

発生した。市は発災当日深夜には５７の施設

を避難所として開設し、５,４８０人の避難者・ ▲ ふなばし三番瀬海浜公園（液状化による被害） 

▲ 船橋漁港（津波による被害） 
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帰宅困難者を受入れた。市による帰宅困難者への物資援助のほか、周辺の事業者からの食料

品や備品等の支援も受けて対応を行った。 

 

 

被害項目等 被害状況 

人的被害 32 名（重傷 2 名、中軽傷 5 名、軽傷 25 名） 

建物被害 

○ 個人住宅等について、全壊 14 件、大規模半壊 189 件、半壊 318 件、

一部損壊 4,607 件、物損他 265 件 

（うち液状化の影響が見られたもの 1,123 件） 

※平成 24 年 2 月 27 日現在の「罹災証明書」の発行数をもとに集計 

○ 市内の小･中学校、高校 (特別支援学校含む）のうち76校で外壁損傷

や校舎床にひびなどが発生するなど、公共施設でも多数の被害 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害 

上水道 30 戸で断水発生 

ガス 高根台、本町、薬円台、芝山ほか 200 件でガス漏れ発生 

電気 
高瀬町、若松、浜町、日の出、西浦、潮見町などの住宅約 2,500 戸で停

電発生 

道路等 

○ 日の出、栄町、潮見町、西浦、高瀬町などの約 400 か所で液状化によ

る土砂流出等の発生 

○ 10 か所で橋梁の破損 

○ 1 か所でがけ崩れの発生 

○ 83 件の石塀・ブロック倒壊 

下水道 
若松などの 11 か所で下水道管詰まり、マンホール付近陥没、処理場躯体

亀裂等（市所管分） 

通信 

○ 東日本電信電話の管内では、高瀬町、若松、浜町、日の出、西浦、潮見

町の 88 本の電柱が破損 (ケーブルの途絶はなし) 

○ 携帯電話の輻輳の発生（震災当日の 23 時頃には概ね解消） 

鉄道 
○ 市内を走る 9 路線は全て運休（大きな被害はなし） 

○ 船橋駅、西船橋駅では大量の帰宅困難者が発生 

 

  

▼ 東日本大震災による市の被害状況 

出典： 『＜東日本大震災＞船橋市の被害状況及び一連の対応に関する記録』 （平成２４年３月 船橋市） 

     ２ 地域特性と災害リスク 
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⑵ 風水害による被害  

市における主な水害は、昭和５１年６月の集中豪雨、昭和５２年７月の雷雨、昭和５３年７月

の集中豪雨、昭和５６年１０月の台風第２４号、昭和５７年９月の台風第１８号、昭和５９年７月の

大雨などがあり、昭和６１年８月の台風第１０号の接近時には床上浸水３５２戸、床下浸水９９７

戸の過去最大の浸水被害があった。 

これら浸水被害の原因は、第１に市内を流れる河川の河幅が狭小で、かつ蛇行した小河川

が入り込んでいること、第２に近年の急激な市街化の進展により農地・山林等の保水・遊水機

能を持つ土地が減少したため、海老川及び上流各支川流域の雨水が短時間に流出し、河川が

増水したことなどによるものであった。このため、被害発生が目立つのは市街地の中心部を

流れる海老川、長津川沿いの低地地域で、浸水面積全体の約９割を占めている。 

  市では、水害発生のおそれのある地域に対し、水害の防止・発生の監視に努め、その結果、

海老川、長津川の調節池と河道改修による時間雨量５０ｍｍ対応や下水道（雨水）整備等が進

むにつれて、大きな浸水被害は減少している。 

近年の被害としては、令和元年房総半島台風（台風第１５号）及び令和元年東日本台風（台風

第１９号）において、市内で約５３，０００軒が停電したほか、風雨により家屋の半壊２１件、一部

損壊９５３件など、大きな被害を受けた。（令和２年１１月１０日現在） 

そのほか、大正６年１０月の大正６年台風の際には東京湾沿岸に高潮が発生した。船橋大神

宮の石段まで浸水し、沿岸部から内陸にかけて甚大な被害を受けた記録が残されている。ま

た、平成２４年９月には、突風（竜巻）が発生し、全壊１棟をはじめ、豊富町から金堀町付近で多

数の建物被害が発生した。 

  

▲ 昭和６１年８月、台風第１０号による大雨で増水した海老川。 

被害を最小限にくい止めるため、夜を徹して作業が続けられた。 

（出典：広報ふなばし 昭和６１年９月１５日号） 


